
5

❖特　集❖　美術は身体とどう向き合ってきたか ―古代から現代まで―

は
じ
め
に

　

美
術
は
私
た
ち
人
間
の
生
命
の
器
と

も
言
え
る
身
体
の
様
々
な
姿
に
向
き
合

い
、
そ
の
真
髄
を
表
現
す
る
こ
と
に
多
く

の
力
を
注
い
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
人
物

の
他
に
も
風
景
、
静
物
、
動
植
物
な
ど
を

主
題
と
す
る
も
の
や
、
抽
象
的
な
表
現
な

ど
人
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
作
品
も
少
な
く

な
い
が
、
芸
術
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
る
と
き
、
時
代
的
な
社
会
状
況
に
よ
っ

て
、
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
芸
術
家
の

身
体
へ
の
関
心
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
と

言
え
る
。
筆
者
は
永
く
臨
床
医
学
（
耳
鼻

咽
喉
科
学
）
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
っ
て
、「
身
体
」
を
切
り
口
と
し
て

美
術
史
を
見
直
し
て
み
る
試
み
を
始
め
た

の
だ
が
、
そ
の
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

一
　
原
始
美
術
に
お
け
る
身
体
の
表
現

　
後
期
石
器
時
代
の
遺
跡
発
掘
や
洞
窟
の

発
見
に
よ
っ
て
、
約
三
万
五
千
年
ほ
ど
前

に
マ
ン
モ
ス
の
牙
に
彫
ら
れ
た
豊
満
な
女

性
像
が
、
ド
イ
ツ
南
西
部
の
洞
窟
遺
跡
か

ら
発
見
さ
れ
た
と
の
論
文
が
、
英
科
学

雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
て

話
題
に
な
っ
た
。
日
本
の
遺
跡
か
ら
も

一
万
五
千
年
前
の
同
様
な
女
性
像
土
偶
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洞
窟
壁
面

に
手
掌
を
あ
て
が
い
、
そ
こ
へ
イ
エ
ロ
ー

オ
ー
カ
ー
液
（
水
酸
化
鉄
を
主
成
分
と
す

る
天
然
土
顔
料
で
、
い
わ
ゆ
る
黄
土
色
の

色
素
液
）
の
飛
沫
を
浴
び
せ
、
そ
の
掌
形

が
陰
画
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
（
フ
ラ
ン

ス
の
コ
ス
ケ
ー
ル
洞
窟
、
約
二
万
年
前
）

も
あ
る
（
図
1
）。

　

最
近
同
様
な
掌
形
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
洞
窟
壁
（
約
四
万
年

前
）
で
も
発
見
さ
れ
た
と
の
報
道
も
あ
る
。

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
六
の
矢

印
型
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
色
彩
に
こ
の

イ
エ
ロ
ー
オ
ー
カ
ー
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

現
代
美
術
も
ま
た
、
そ
の
発
祥
の
原
点
か

ら
始
ま
っ
た
旅
途
上
の
隊
商
宿
（
キ
ャ
ラ

ヴ
ァ
ン
・
サ
ラ
イ
）
で
あ
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
く
と
聞
く
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、

今
述
べ
た
有
史
前
の
人
体
へ
の
執
着
は
、

繁
栄
と
安
寧
を
願
う
呪
術
的
な
目
的
に

沿
っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、

現
代
に
至
る
ま
で
美
術
が
保
持
し
続
け
る

身
体
重
視
の
源
泉
を
、
こ
こ
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
と

に
人
類
が
持
つ
創
造
能
力
の
象
徴
的
な
部

位
と
し
て
の
〈
手
〉
へ
の
強
い
関
心
に
は

驚
く
ば
か
り
だ
。
こ
の
よ
う
な
手
形
の
転

写
は
ま
た
、
版
画
の
原
点
だ
と
い
う
見
方

も
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

洞
窟
絵
画
に
お
け
る
人
体
の
描
写
も
、

や
が
て
運
動
の
姿
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

南
イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
、
パ
レ
ル
モ

付
近
の
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
洞
窟
か
ら
は
約
一
万

年
前
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
揺
れ
動

❖
特
　
集
❖

　
美
術
は
身
体
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か

—

古
代
か
ら
現
代
ま
で—

名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
　
館
長

名
古
屋
市
立
大
学
　
名
誉
教
授
　
　
馬
場
　
駿
吉

講演中の馬場駿吉氏

図１
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く
姿
態
の
壁
画
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
図

2
）。

二
　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ジ
プ
ト
美
術

に
お
け
る
身
体
の
表
現

　
紀
元
前
三
二
〇
〇
年
頃
、
中
東
地
域
の

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
両
河
の
流
域

に
興
っ
た
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
の
中
心

的
な
存
在
だ
っ
た
の
が
、
ア
ッ
シ
リ
ア
帝

国—

そ
の
建
築
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
多

く
の
浮
彫
な
ど
に
は
優
れ
た
芸
術
家
、
職

人
た
ち
の
手
に
な
る
戦
士
、
朝
貢
者
な
ど
、

人
物
の
端
正
な
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
相
前
後
し
て
ナ
イ
ル
河
畔
に
興
っ
た

エ
ジ
プ
ト
文
明
に
お
い
て
も
、
人
物
像
に

向
か
う
美
術
活
動
は
盛
ん
で
、
王
、
王
妃
、

神
官
、
官
吏
な
ど
に
加
え
て
、
一
般
市
民

の
姿
も
彫
像
や
壁
画
な
ど
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
く
に
死
後
に
も
現
実
世
界
の

継
続
性
を
求
め
、
魂
の
帰
る
器
と
な
る
遺

体
を
ミ
イ
ラ
化
し
て
保
存
す
る
風
習
が
拡

が
り
、
そ
の
棺
の
蓋
に
は
生
前
の
姿
が
美

化
さ
れ
て
描
か
れ
た
。
身
体
の
描
写
に
正

面
性
と
側
面
性
が
重
視
さ
れ
た
の
も
、
聖

性
を
高
め
る
効
果
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

三
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代

　
　—

身
体
美
の
追
求—

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
が
花
咲
く
前
に

は
、
エ
ー
ゲ
海
の
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
、
と

り
わ
け
ク
レ
タ
島
に
紀
元
前
三
千
年
紀
か

ら
二
千
年
紀
に
栄
え
た
エ
ー
ゲ
文
明
が
あ

る
。
壁
画
の
断
片
や
象
牙
に
彫
ら
れ
た
身

体
の
跳
躍
像
な
ど
を
ク
レ
タ
島
の
考
古
学

博
物
館
で
観
た
記
憶
は
今
も
鮮
や
か
だ
。

そ
の
後
、
文
明
の
中
心
は
ギ
リ
シ
ャ
本
土

の
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
付
近
に
移
り
、
有
名
な
ア

ガ
メ
ム
ノ
ン
の
黄
金
の
マ
ス
ク
（
前
十
六

世
紀
）
な
ど
、
そ
の
技
巧
に
も
緻
密
さ
が

生
ま
れ
る
。
や
が
て
前
十
一
世
紀
頃
よ
り
、

美
術
史
か
ら
は
暗
黒
時
代
と
見
な
さ
れ
る

年
月
を
経
て
、
前
八
世
紀
後
半
に
な
る

と
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
人
物
像
も
陶
器
画

や
彫
刻
に
登
場
し
、
前
六
〜
五
世
紀
に
お

け
る
理
想
的
な
身
体
美
の
追
求
の
成
果
は
、

数
々
の
彫
刻
作
品
と
し
て
現
代
に
ま
で
遺

さ
れ
て
い
る
。
米
国
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
通
称
「
バ
ー
ト
レ
ッ

ト
の
頭
部
」（
前
三
三
〇
年
頃
）
は
現
存

の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
ビ
ー
ナ
ス
）
像
と
し

て
、
も
っ
と
も
高
貴
な
美
貌
を
漂
わ
せ
る

（
図
3
）。

　
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
頭

部
が
制
作
さ
れ
た
頃
か
ら
生
じ
た
マ
ケ
ド

ニ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征

に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
は
東
方
伝
播
、

い
わ
ゆ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
を
通
る
が
、

大
王
没
後
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
美
術
の
源
流

は
ロ
ー
マ
帝
国
に
引
き
継
が
れ
る
。
だ
が
、

身
体
の
理
想
主
義
的
な
追
求
よ
り
も
、
や

や
写
実
的
な
傾
き
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

四
　
中
世
美
術
に
お
け
る
身
体
の
捉
え
方

　
　—

西
洋
と
東
洋—

　
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
二
〜
三
世
紀
に
は
公

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
、

三
一
三
年
に
合
法
化
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
、

イ
ス
ラ
ム
教
も
本
来
、
中
東
地
域
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
一
神
教
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
勢
力

を
拡
大
し
て
き
た
が
、
一
方
、
多
神
教
の

仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
は
、
東
洋
に

多
く
の
信
者
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
宗
教
の
力
が
人
の
社
会
生
活
の
み 図３

図２
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な
ら
ず
美
術
表
現
に
も
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
は
、
美
術
史
を
ふ
り
返
っ
て
み

る
と
、
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な
く
歴
然

と
す
る
。
一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は

禁
欲
的
な
宗
教
観
か
ら
、
身
体
は
原
罪
の

器
と
み
な
さ
れ
、
美
術
表
現
の
中
で
の
輝

き
を
失
い
、
ま
た
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
も
偶

像
崇
拝
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
身

体
は
美
の
追
求
の
対
象
か
ら
疎
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
西
欧
を

美
術
史
の
中
心
と
す
る
観
点
か
ら
す
る
と
、

そ
の
復
興
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
時
代
を
待

た
ね
ば
な
ら
ず
、
中
世
が
芸
術
＋
科
学
に

と
っ
て
暗
黒
時
代
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
と

も
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
時
代
に

注
ぐ
眼
を
東
洋
美
術
史
に
向
け
る
と
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
日
本
な
ど
に
は
、
豊
穣
な

身
体
、
あ
る
い
は
苦
難
を
負
っ
た
身
体
に

向
き
合
い
、
そ
れ
に
迫
ろ
う
と
し
た
匠
た

ち
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
る
。
例
え
ば
、

イ
ン
ド
の
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド
仏
殿
入

口
の
「
守
門
女
神
像
」（
六
世
紀
後
半
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
豊
満
な
裸
像
な
ど
（
図

4
）、
日
本
で
も
平
等
院
の
「
雲
中
供
養

菩
薩
像
」（
十
一
世
紀
半
ば
）
の
優
美
な

空
中
遊
動
の
姿
な
ど
、
枚
挙
に
暇
の
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
運
慶
・
快
慶
に
よ
る
東
大

寺
南
大
門
の
「
金
剛
力
士
像
」（
十
三
世

紀
初
め
）
の
筋
骨
の
逞
し
さ
は
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
巨
匠
た
ち
に
魁
け
て
身
体
が
発
す

る
オ
ー
ラ
を
感
じ
さ
せ
る
傑
作
だ
。
最
近
、

現
代
美
術
の
著
名
な
作
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
立
体
作
品
に
、
こ
の
金
剛

力
士
像
の
姿
勢
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を

発
見
し
て
驚
か
さ
れ
た
。

五
　
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
（
十
四
〜
十
五
世

紀
）
に
お
け
る
身
体
讃
美
の
復
興

　
禁
欲
的
な
宗
教
規
範
に
よ
り
、
身
体
の

美
の
追
求
が
抑
制
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美

術
も
、
十
四
世
紀
に
入
る
と
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
を
中
心
と
す
る
人
文
主
義
者
た
ち
の

間
に
人
間
存
在
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
美
術
の
分
野
で
も
、
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
開
花
し
た
身
体
美

追
求
復
興
の
機
運
が
一
気
に
熱
を
帯
び
る
。

以
来
、
表
現
形
式
を
変
化
さ
せ
つ
つ
主
題

の
大
河
を
な
す
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
時
代
に
活
躍
し
、
後
世
に
作
品
と

名
を
残
し
た
作
家
は
多
い
が
、
そ
の
中
で

も
巨
匠
中
の
巨
匠
と
い
え
ば
、
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

で
あ
ろ
う
。
と
く
に
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
身

体
の
姿
を
表
現
す
る
た
め
に
は
そ
の
内
部

構
造
に
も
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

解
剖
学
者
の
協
力
を
得
て
、
実
際
に
約

三
十
体
の
人
体
解
剖
に
た
ず
さ
わ
り
、
多

く
の
図
譜
を
残
し
て
い
る
（
図
5
）。
ま

た
水
力
学
や
近
代
の
機
械
工
学
に
通
じ
る

様
々
な
図
像
手
稿
は
現
代
人
を
驚
か
し
て

や
ま
な
い
。
そ
の
絵
画
作
品
で
現
存
す
る

数
は
多
く
な
い
が
、「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
は

じ
め
人
物
像
は
姿
の
み
な
ら
ず
人
間
の
精

神
の
あ
り
よ
う
に
ま
で
透
徹
す
る
眼
力
を

感
じ
さ
せ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
並
は

ず
れ
た
人
体
大
理
石
彫
刻
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
天
井
画

の
「
最
後
の
審
判
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

身
体
の
運
命
を
含
め
て
様
々
な
あ
り
よ
う

を
絵
画
と
し
て
描
き
尽
く
し
た
。
そ
の
他
、

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
な
ど
、

図４

図５ レオナルド・ダ・ヴィンチ　「解剖図譜」 より （1489）
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流
麗
・
清
雅
な
人
物
像
を
描
い
た
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
本
流
の
巨
匠
た
ち
の
他
、
徹
底
し

た
描
写
力
を
発
揮
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
欲

望
や
不
安
を
抱
い
た
庶
民
の
姿
を
時
に
風

刺
を
混
じ
え
て
描
き
出
し
た
ボ
ス
や
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
な
ど
、
北
方
の
作
家
た
ち
の

名
も
書
き
落
と
せ
な
い
。
一
方
、
当
時
新

し
い
技
法
と
し
て
開
発
さ
れ
た
油
彩
を
導

入
し
、
新
し
い
色
彩
表
現
を
取
り
入
れ
た

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、

テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
、

ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
な
ど
は
官
能
美
を
帯
び
た

女
性
像
を
多
く
残
し
た
。

六
　
バ
ロ
ッ
ク
時
代
（
十
六
世
紀
末
〜

十
七
世
紀
）
の
強
調
さ
れ
た
身
体

　
バ
ロ
ッ
ク
と
は
歪
ん
だ
真
珠
を
意
味
す

る
が
、
調
和
を
重
ん
じ
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

期
を
過
ぎ
る
と
、
劇
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
シ
ー
ン
を
描
く
カ
ラ
ヴ
ァ
ジ
オ
や
ル
ー

ベ
ン
ス
が
登
場
す
る
（
図
6
）。
そ
の
一

方
で
華
麗
に
着
飾
っ
た
貴
族
や
宮
廷
人
の

肖
像
画
を
手
が
け
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
や
市
民

社
会
生
活
者
の
日
常
的
な
表
情
を
丁
寧
に

描
く
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
な

ど
オ
ラ
ン
ダ
画
家
た
ち
の
活
躍
も
著
し
い
。

こ
と
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
自
画
像
を
多
く

描
き
遺
し
た
こ
と
は
、
自
己
の
存
在
を
作

品
中
に
直
接
と
ど
め
よ
う
と
す
る
意
識
が

強
か
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
興
味

深
い
。
こ
の
時
期
の
作
品
は
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
や
プ
ラ
ド
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
な
ど
に
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、

教
科
書
に
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
一
般
に

も
極
め
て
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。

七
　
ロ
コ
コ
（
十
七
世
紀
末
〜
十
八
世

紀
）
の
雅
び
な
身
体
美
の
追
求

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
豪
華
で
バ
ロ
ッ
ク
の
極

み
と
も
言
え
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
建

て
た
ル
イ
十
四
世
が
没
し
、
十
五
世
在
位

の
十
八
世
紀
は
次
第
に
国
威
も
衰
退
に
向

う
。
だ
が
宮
廷
文
化
は
維
持
さ
れ
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
や
、
現
実
に
野
外
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
恋
人
た
ち
の
雅
び
な
宴
の
様
子
な

ど
を
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
か
つ
幻
想
的

に
描
い
た
ヴ
ァ
ト
ー
が
現
れ
る
。
彼
は
不

幸
に
し
て
三
十
八
歳
で
早
世
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
活
躍

し
た
の
が
ブ
ー
シ
ェ
で
あ
り
、
奔
放
な
裸

婦
を
描
き
「
金
髪
の
オ
ダ
リ
ス
ク
」
な
ど

の
名
作
を
残
し
た
。
雅
園
画
と
呼
ば
れ
る

ヴ
ァ
ト
ー
の
系
譜
を
継
ぐ
存
在
と
し
て

十
八
世
紀
後
半
を
彩
っ
た
画
家
に
フ
ラ
ゴ

ナ
ー
ル
が
あ
る
。
エ
ロ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に

振
り
撒
き
つ
つ
、
ブ
ラ
ン
コ
に
戯
れ
る
若

い
女
性
と
そ
れ
を
見
上
げ
る
青
年
の
姿
を

描
い
た
作
が
有
名
。
享
楽
的
な
面
が
強
い

が
、
そ
れ
が
俗
に
落
ち
る
こ
と
な
く
、
屈

託
の
な
い
筆
使
い
で
描
か
れ
て
い
る
。
名

古
屋
で
は
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
で

ロ
コ
コ
期
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。
因
み
に

ロ
コ
コ
と
は
貝
殻
状
装
飾
文
様
「
ロ
カ
イ

ユ
」を
語
源
と
す
る
と
い
う
。
現
代
の〈
カ

ワ
イ
イ
〉
に
ど
こ
か
通
じ
る
か
。

八
　
印
象
派
に
お
け
る
身
体
へ
の

　
　
ア
プ
ロ
ー
チ

　
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
フ
ラ
ン
ス

革
命
前
後
、
市
民
社
会
化
が
進
み
、
そ
れ

と
と
も
に
芸
術
領
域
に
お
い
て
も
人
間
の

個
性
の
尊
重
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
二
十
世
紀
〜

二
十
一
世
紀
の
近
代
・
現
代
芸
術
に
お
い

て
、
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
り
、
様
々
な
方

法
で
、
他
者
の
身
体
の
姿
態
の
み
で
な
く
、

自
己
の
感
覚
、
運
動
な
ど
機
能
ま
で
も
ど

の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に
挑
む
試
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
は
身

体
の
表
現
に
も
感
情
的
な
色
彩
の
濃
い
ド

図６ カラヴァッジオ「キリストの埋葬」（1602-1603）
ヴァティカン絵画館
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ラ
ク
ロ
ア
な
ど
ロ
マ
ン
派
と
称
せ
ら
れ
る

画
家
が
活
躍
し
た
が
、
そ
の
余
映
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、
光
、
色
彩
の
視
的
感
覚
を
大

切
に
絵
筆
の
タ
ッ
チ
で
画
像
を
構
成
し
て

ゆ
く
作
家
た
ち
が
現
れ
る
。
印
象
派
の
画

家
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ド
ガ
は
踊

り
子
を
そ
の
周
辺
の
空
気
ま
で
も
感
じ
さ

せ
る
よ
う
に
描
き
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
裸
婦

の
輝
き
を
捉
え
た
多
く
の
作
品
を
遺
し
た

（
図
7
）。
後
期
印
象
派
に
属
す
る
ゴ
ッ
ホ

や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
、
強
烈
な
色
彩
や
描
線

を
駆
使
し
て
人
間
存
在
の
本
質
に
迫
る
人

物
像
を
多
作
。
ま
た
そ
の
目
を
自
己
に
も

向
け
て
描
か
れ
た
自
画
像
に
は
、
内
面
に

抱
え
る
人
生
へ
の
疑
問
と
苦
悩
が
あ
り
あ

り
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
風
景
画
や
静
物
画
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
セ
ザ
ン
ヌ
に
も
「
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
男

た
ち
」
や
「
大
水
浴
図
」
な
ど
、
人
物
を

主
題
と
す
る
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作

か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
堅
固
な
画
面

構
成
や
自
然
な
色
彩
な
ど
、
一
種
の
ク
ー

ル
さ
を
漂
わ
せ
る
画
風
を
確
立
し
た
。

九
　
キ
ュ
ビ
ス
ム
（
立
体
派
）

　
　—

身
体
の
幾
何
学—

　
物
体
（
人
体
を
含
む
）
を
立
方
体
、
円

筒
、
円
錐
、
球
形
の
組
み
合
わ
せ
と
見
な

し
、
こ
れ
ら
を
幾
何
学
的
に
構
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
平
面
上
に
遠
近
法
と
は
異
な

る
立
体
表
現
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
が

キ
ュ
ビ
ス
ム
の
主
張
だ
。
さ
ら
に
ピ
カ
ソ

は
、
二
方
向
か
ら
見
た
顔
面
を
一
つ
に
結

合
さ
せ
て
立
体
表
現
を
成
り
立
た
せ
る
こ

と
を
試
み
、
身
体
を
美
し
く
描
く
と
い
う

従
来
の
美
術
の
常
識
を
覆
し
た
（
図
8
）。

そ
れ
は
ま
た
、
人
間
の
本
質
の
一
面
を
表

現
す
る
意
味
を
生
じ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

十
　
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
（
野
獣
派
）

　
　—

色
彩
を
求
め
る
身
体—

　
キ
ュ
ビ
ス
ム
が
形
の
表
現
に
革
命
を
も

た
ら
す
一
方
で
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
強

烈
な
色
彩
表
現
を
特
徴
と
す
る
画
家
た
ち

が
台
頭
し
、
生
命
感
溢
れ
る
裸
婦
な
ど
を

描
い
た
。
そ
の
代
表
者
の
一
人
が
マ
チ
ス
。

だ
が
、
マ
チ
ス
は
ヴ
ラ
マ
ン
ク
な
ど
と
は

異
な
り
、
色
彩
の
調
和
を
求
め
る
方
向
に

進
み
、
踊
る
裸
婦
た
ち
の
よ
う
な
軽
や
か

な
音
楽
的
な
作
品
を
生
ん
で
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
絵
画
の
巨
匠
と
な
っ
た
。

十
一
　
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
人
物
画

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
・
モ
ン
マ

ル
ト
ル
に
は
多
く
の
国
か
ら
画
家
た
ち
が

来
住
し
活
躍
し
た
。
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
、

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
藤
田
嗣
治
な
ど
が
歓
楽

と
哀
愁
を
帯
び
た
様
々
な
人
物
像
を
描
い

た
。

十
二
　
ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の

　
　
　
身
体

　
第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け

て
、
芸
術
概
念
に
変
更
を
迫
る
考
え—

ダ

図７ ピエール・オーギュスト・ルノワール「浴後」（1888）

図８ ピカソ（1881-1973）「ドラ・マールの肖像」（1937）　
徳島県立近代美術館所蔵
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ダ
イ
ス
ム
が
生
ま
れ
た
。
既
成
概
念
を
捨

て
、
事
物
に
新
し
い
意
味
を
見
出
そ
う
と

い
う
考
え
だ
。美
術
で
は
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ

シ
ャ
ン
が
既
製
品
の
便
器
に
「
泉
」
と
い

う
題
を
つ
け
て
出
展
し
物
議
を
か
も
し
た
。

一
方
、
身
体
の
運
動
を
美
術
作
品
に
定
着

す
る
方
法
に
も
挑
戦
（
図
9
）。
そ
れ
を

引
き
継
い
だ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
現
実

と
想
像
や
夢
の
世
界
と
の
通
路
を
拓
く
作

家
た
ち
を
輩
出
さ
せ
た
。
な
か
で
も
ダ
リ

は
肥
大
化
し
た
身
体
を
、
マ
グ
リ
ッ
ト
は

空
中
に
浮
遊
す
る
人
物
を
描
い
た
。

十
三
　
抽
象
表
現
主
義
絵
画

　
　
　—

運
動
す
る
身
体
の
軌
跡—

　
床
に
広
げ
た
画
面
に
絵
具
を
飛
び
散
ら

し
て
、
身
体
運
動
の
軌
跡
を
と
ど
め
る
作

品
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
で
展
開
さ
れ
た
。
ジ
ャ

ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
が
最
も
有
名
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
美
術
の
中
心
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
移
っ
た
と
感
じ
る
ほ
ど
、
様
々

な
実
験
的
試
み
が
行
わ
れ
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
で
も
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
と
称
す
る
抽
象

絵
画
表
現
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
身
体
を

描
く
と
い
う
よ
り
も
身
体
で
描
く
と
い
う

意
識
が
主
導
す
る
美
術
家
た
ち
が
多
く
現

れ
た
。

十
四
　
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
肖
像
画

　
現
代
美
術
が
抽
象
表
現
に
大
き
く
傾
く

一
方
、
消
費
社
会
の
中
で
の
身
体
の
あ
り

よ
う
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
出
現
し
て
く
る
。
ア
ン

デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
そ
の
代
表
。
消
費

社
会
に
浮
遊
す
る
有
名
人
の
肖
像
画
を
多

産
し
た
。

　
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
か
ら
毛
沢
東
ま

で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
た
様
々
な

人
物
の
同
一
肖
像
写
真
に
人
工
的
に
施
す

色
彩
を
変
え
て
多
く
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
、
主
題
人
物
の
実
像
と
虚

像
と
の
間
が
あ
い
ま
い
化
・
浮
薄
化
さ
れ

る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
の
あ
り
よ

う
を
示
し
た
の
だ
っ
た
（
図
10
）。
ポ
ッ

プ
・
ア
ー
ト
が
単
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ

ル
チ
ャ
ー
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
一
定
の

意
味
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
は
、
社
会
現

象
と
し
て
見
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

潜
在
し
て
い
る
時
代
の
本
質
を
、
顕
在
化

さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
十
五
　
現
代
美
術
に
お
け
る
身
体
観

　
　
　
補
遺

　
こ
れ
ま
で
、
従
来
の
美
術
史
的
な
観
点

か
ら
、
各
時
代
の
身
体
観
の
変
遷
を
た

ど
っ
て
き
た
が
、
こ
と
に
多
様
性
を
極
め

る
現
代
に
お
け
る
そ
の
様
相
の
各
論
的
な

面
で
今
少
し
補
遺
的
に
追
記
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
す
る
。

　
①
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
ト

　
　—

錯
視
現
象
の
応
用—

　

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ヴ
ァ
ザ
ル
リ

（
一
九
〇
八
〜
九
七
）
は
、
平
面
の
絵
画 図 10 アンディ・ウォーホル（1928-1987）「マリリン」（1967）

図９ マルセル・デュシャン（1887-1968）「階段を降りる女」
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作
品
中
の
図
形
に
極
端
な
遠
近
法
の
描
写

を
応
用
し
、
画
面
か
ら
突
出
あ
る
い
は
陥

凹
す
る
三
次
元
的
空
間
を
錯
視
さ
せ
る
方

法
を
駆
使
す
る
作
品
を
制
作
。
デ
ザ
イ
ン

の
世
界
に
も
応
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
技

法
は
現
代
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
だ
ま
し
絵
」
的
な

画
像
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
一

層
洗
練
化
さ
れ
、
現
代
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
も
の
と
も
言

え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
従
来
か
ら
の

身
体
機
能
の
範
疇
に
と
ど
ま
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
こ
の
ほ
か
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
空
間

的
な
関
係
性
を
狂
わ
せ
る
技
法
も
一
種
の

だ
ま
し
絵
技
法
の
応
用
だ
と
言
え
る
。

　
②
近
代
の
解
剖
学
的
美
学

　
筆
者
が
一
〇
年
ほ
ど
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
を
訪
問
し

た
折
、
不
思
議
な
頭
部
側
面
の
解
剖
学
的

な
図
像
で
顔
面
神
経
の
複
雑
な
走
行
分
布

が
描
か
れ
て
い
る
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
の
に
気
付
い
た
。
作
家
名
は
チ
ェ
リ
・

チ
ェ
フ
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
七
）
の

“
G

od of Rain”

と
題
す
る
作
品
だ
（
図

11
）。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

解
剖
手
稿
の
現
代
版
と
も
言
え
る
正
確
さ

で
、
細
密
に
描
か
れ
た
作
品
に
は
驚
か
さ

れ
た
。
最
近
、
日
本
画
家
の
松
井
冬
子
が

「
九
相
図
」（
こ
と
に
女
性
の
遺
体
が
白
骨

化
す
る
ま
で
の
九
態
を
時
間
的
に
追
っ
て

描
い
た
仏
画
の
一
種
）
の
シ
リ
ー
ズ
と
呼

ぶ
連
作
が
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
を
重
ね
合

わ
す
と
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
③
美
術
は
視
覚
的
表
現
に
と
ど
ま
ら
な

い

　
美
術
は
表
現
者
・
鑑
賞
者
と
も
に
視
覚

に
依
存
す
る
面
が
重
い
こ
と
は
当
然
と
い

え
ば
当
然
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
現
代
で

は
美
術
の
概
念
に
は
大
き
な
変
更
が
あ
り
、

ま
た
美
術
展
示
の
あ
り
方
も
変
わ
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
な
ど
野
外
に
設
置
さ
れ
、

触
覚
に
よ
り
存
在
や
形
象
を
確
認
可
能
な

立
体
作
品
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
作

品
展
示
を
含
む
空
間
全
体
が
作
品
と
し
て

呈
示
さ
れ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
普

及
し
つ
つ
あ
っ
て
、
建
築
や
庭
園
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
、
観
賞
者
は
そ
こ
へ
身
体

の
す
べ
て
を
あ
ず
け
、
視
覚
以
外
の
感

覚
も
協
調
さ
せ
て
芸
術
的
感
興
を
享
受
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
社
会
的
努
力

も
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
始
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
美
術
館
や
教
育
施
設
な
ど
で
も

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
触
覚
的
な
鑑
賞

を
可
能
に
す
る
試
み
も
進
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
元
来
、
多
様
な
世
界
を
認
識
す
る
に

は
、
芸
術
的
な
感
覚
の
み
で
は
な
く
、
科

学
、
哲
学
な
ど
を
総
合
し
て
初
め
て
達
成

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
視
覚
を
失
っ
て
も

残
っ
て
い
る
感
覚
器
官
を
協
調
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
視
覚
の
役
割
を
補
う
こ
と
が

で
き
、
人
は
活
性
化
さ
れ
た
生
命
の
維
持

が
可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
美
術
の
本
質
的
概

念
の
変
更
へ
の
対
応
を
先
取
り
し
た
の
が
、

荒
川
修
作
（
名
古
屋
市
出
身
、
一
九
三
六

〜
二
〇
一
〇
。
一
九
六
一
年
よ
り
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
詩

人
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
と
と
も
に
国
際
的

に
活
躍
）
で
あ
る
。
彼
ら
が
発
案
し
て
建

設
さ
れ
た
養
老
天
命
反
転
地
や
東
京
の
三

鷹
天
命
反
転
住
宅
は
、
床
面
の
傾
斜
な
ど

が
身
体
の
平
衡
感
覚
器
官
に
刺
激
を
与
え
、

そ
れ
に
と
も
な
う
神
経
、
筋
肉
へ
の
負
荷

入
力
が
生
命
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
、
と

い
う
考
え
の
下
に
実
現
し
た
建
造
物
で
あ

る
（
図
12
）。
こ
の
よ
う
な
理
論
の
有
効

性
の
検
証
は
容
易
で
は
な
い
が
、
医
学
的

な
仮
説
と
し
て
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。

図 11 チェリ・チェフ（1898-1957）≪ God of Rain ≫（1947）
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④
身
体
の
部
分
に
こ
だ
わ
る
現
代
美
術

　
身
体
を
様
々
な
部
分
で
あ
る
各
種
器
官

の
総
合
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
一
方
、
逆

に
、
部
分
の
方
か
ら
そ
の
仔
細
を
見
直
す

と
い
う
気
運
も
強
ま
る
。
医
学
の
分
野
で

も
生
命
現
象
の
追
求
に
は
分
子
生
物
学
と

い
う
極
微
の
世
界
の
仕
組
み
を
解
明
す
る

学
問
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
原
則
は

芸
術
に
あ
っ
て
も
共
有
さ
れ
る
。

　
筆
者
が
一
九
六
四
年
に
初
め
て
出
会
っ

た
の
が
、
当
時
金
属
の
巨
大
な
耳
ば
か
り

を
造
り
続
け
て
い
た
三
木
富
雄
と
い
う
作

家
だ
っ
た
。
元
来
、
耳
鼻
咽
喉
科
が
専
門

だ
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
の
本
格
的

な
個
展
が
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
東
京

の
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、
展
示
さ
れ

た
一
番
小
さ
な
、
手
の
ひ
ら
大
の
耳
を
買

い
求
め
た
（
図
13
）。
そ
の
後
、
先
天
的

に
外
耳
が
欠
損
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

耳
を
再
建
す
る
形
成
手
術
の
新
し
い
方
法

を
ア
メ
リ
カ
で
学
び
、
そ
の
改
良
を
重
ね

て
、
そ
の
後
医
学
の
現
場
で
ほ
ぼ
五
百
例

の
耳
の
再
建
手
術
を
施
行
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
耳
を
造
る
」
と

い
う
放
送
番
組
に
出
演
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
と
き
三
木
の
「
耳
」
作
品
に

は
三
木
の
作
家
と
し
て
の
主
張
が
見
え
る

が
、
医
学
上
、
私
の
場
合
に
は
、
術
者
と

し
て
の
主
張
を
消
し
、
一
般
の
人
た
ち
の

耳
に
紛
れ
込
ん
で
ゆ
く
よ
う
な
耳
を
造
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
最
後
に
述

べ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
私
の
医
学
専
門
領
域
と
結

び
合
う
美
術
作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
今
か
ら
十
年
近
く
前
、
東
京
の
画
廊
で

の
加
藤
力
（
一
九
六
九
年
生
ま
れ
）
個
展

で
出
会
っ
た
油
彩
作
品
「
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
る
」
で
あ
る
（
図
14
）。
六
〇
×
六
〇

ｃ
ｍ
の
画
布
に
大
き
く
拡
大
さ
れ
た
赤
ん

坊
の
唇
だ
け
が
描
か
れ
て
い
た
の
だ
。
こ

の
作
品
の
題
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
赤
ん

坊
の
口
は
産
声
を
上
げ
、
呼
吸
し
、
お
っ

ぱ
い
を
吸
い
、
や
が
て
初
め
て
の
こ
と
ば

を
発
す
る
部
位
だ
。「
こ
こ
か
ら
は
じ
ま

る
」
と
い
う
唇
周
辺
を
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
見
続
け
て
き
た
の
に
、
こ
の
作
品
と
そ

の
画
題
に
驚
き
の
眼
を
み
は
っ
た
自
分
が

少
々
恥
ず
か
し
く
思
え
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
力
を
持
つ
こ
の
作
品
は
、
き
わ

め
て
具
象
的
な
作
品
な
の
だ
が
、
ま
さ
し

く
現
代
美
術
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

美
術
作
品
は
先
入
観
念
な
し
に
、
素
の
自 図 14 加藤　力 （1965-）「ここから、はじまる」（2007）

図 12　養老天命反転地（竣工　1995 年 8 月）

図13　三木富雄　「耳」（1963）
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❖特　集❖　美術は身体とどう向き合ってきたか ―古代から現代まで―

分
と
初
め
て
対
面
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て

大
切
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
一

点
で
あ
る
。

む
す
び

　
医
学
の
領
域
に
永
く
生
き
つ
つ
、
美
術

な
ど
芸
術
領
域
に
も
立
ち
合
い
続
け
て
き

た
立
場
か
ら
、
こ
の
一
文
を
草
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
む
す
び
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ

る
図
は
、
身
体
を
め
ぐ
っ
て
今
ま
で
私
が

考
え
、
論
じ
て
き
た
諸
項
目
の
関
係
を
示

し
て
み
た
も
の
で
あ
る
（
図
15
）。

　
人
間
の
生
命
と
魂
の
器
で
も
あ
る
身
体

は
、
今
後
も
美
術
表
現
の
王
道
に
立
ち
続

け
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
の
稿
を
終
わ
り

た
い
。

図 15


